
活用事例６「活かすＤＢ（将来推計人口）」と農林業センサス結果（公表値）を活用した地図情報 

人口に占める農家人口（世帯員数）の比率（2015年）＜奈良県＞  

 

１．活用のイメージ 

「活かすＤＢ」で公開している将来推計人口と「活かすＤＢ」で掲載していない農林業センサスの公

表値から人口に対する農家人口（世帯員数）の比率をマップ化して、地域での農家世帯の位置付けを視

覚化。 

２．活用するデータ 

（1）出 典 資 料 （ 年 次 ）：① 将来推計人口、② 農林業センサス（2015年）（公表データ） 

（2）表（統計表）の名称：① 男女・年齢別人口（2015年）、②年齢別世帯員数 

（3）地図情報に用いた指標：人口に占める農家人口（世帯員数）の比率 

（② 年齢別世帯員数（男女計）÷ ① 推計人口総数（年齢「不詳」含む）） 

３．地図情報 

人口に占める農家人口（世帯員数）の比率（2015年）＜奈良県＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．分析データ（地図情報の指標）の作成 

（１）分析に必要なデータを活かすＤＢからダウンロードします。 

【農林水産省ホームページ】  

統計情報＞地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ＞将来推計人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ダウンロードするファイル名＞ SC0001_2015_2015_29.xlsx 

 

（２）ダウンロードファイルを展開、必要な項目を集約、分析データを追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析データの計算方法＞ 

人口に占める農家人口（世帯員数）の比率（％）= 年齢別世帯員数（男女計）÷ 推計人口総数（年齢「不詳」含む）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数、年齢「不詳」を含む 

人口に占める農家人口（世帯員数）の比率 

=IFERROR(ROUND(M●/L●*100,1),M●) 

年齢別世帯員数（男女計）を活かすＤＢ外の公表データから追加 

ソート機能（000のみ選択）で 

農業集落データを非表示 


